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ワークショップの目的: 

Datasream for officeの基本的な操作方法の習得を目的とする。また出力例を通してさまざまコード検索機能を理解する。 

 

ワークショップの内容: 

1. Datastream for Office：エクセルアドイン機能 

2. Datastream Navigator：コード検索機能 

3. データの加工 

4. チャート機能 

5. サポート情報 
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Datastream for Office (DFO)：エクセルアドイン機能の概要 

Datastream for Office (DFO) は、Microsoft®Excelにデータをダウンロードするための機能です。Microsoft®Excelを起動し、Thomson Reuters Datastreamをクリッ

クするとメニューが表示されます。ダウンロードの目的に応じてそれぞれのメニューを選択します。 

 Datastream for Office メニュー 

 

データをダウンロードするためのメニュー  

 Static Request 

特定日のデータをダウンロードします。 

 Time Series Request 

データを時系列にダウンロードします。 

 New Request Table 

ダウンロード用テンプレートです。データを大量に取得する際に便利なツール

です。 

データ管理のためのメニュー 

 Manage Requests > Request Manager 

Static Request、Time Series Requestで取得したデータの更新、修正

を一括管理します。 

 UCI Manager 

User Created Indices（ユーザー作成指数）を管理します。 

その他のメニュー 

 Find Series 

コード検索機能（Navigator）を起動します。 

 New Request Table > Conversion Wizard 

リクエストテーブルを最新のバージョンに変換します。 

 Options 

Datastream上のあらゆる機能の設定をします。 

 Contact Us 

カスタマーサポートへ連絡するための、メールフォーマットが開きます。 

 Infobase 

Datastreamのサポートサイトへアクセスします。 
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 ログイン方法 

Datastream for Officeはバージョンにより、ログイン手順が下記の通り異なります。 

 

DFO2.1：通信のためのメニューを利用してログイン 

 Online 

接続の On/Offを切り替えます。 

 

 

DFO3.0：EIKONエクセルアドインのログイン 

DFOを使用する場合は必ず、Thomson Reutersメニューのサインイン ボタ

ンより EIKONエクセルアドインへログインする必要があります。 

オンラインになっている場合、全てのメニューがアクティブ表示されます。      

 

※初期ログインの際には、ID・パスワードの入力が必要になります。 

 

 

 

 

 

 

 自動ログインを設定する手順（DFO3.0） 

EIKONエクセルアドインへのログインを自動に設定することが出来ます。 

＜設定手順＞ 

1. EIKON エクセルアドインメニューの【設定】を選択し、設定画面の「サインイ

ン」を選択します。 

 

 

2. 「自動的にサインイン」のプルダウンより、自動サインインをするタイミング

を選択し、適用ボタンで設定を完了します。 
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ダウンロードの機能① 
Time Series Request: 時系列のデータダウンロード : Thomson Reuters Datastream メニューから Time Series Requestを選択し、入力フォームを開きます。

[入力フォーム] ＜入力項目＞ 

 

 

系列コードの入力： コードの検索は Find Series をクリックし、ナビゲータ

ーを起動して検索をします。 

コードはカンマ区切りで複数入力をすることが出来ます。 また、 ボタンを

クリックし、セルを範囲指定することも出来ます。 

データタイプコードの入力： コードの検索は、Datatypes をクリックし、ナビ

ゲーターを起動して検索をします。 

 データタイプの欄をブランクに設定すると、デフォルトデータが出力され

ます。デフォルトのデータタイプは、出力するデータカテゴリによって異

なります。  

例) 株式： 修正済み終値／株式指数： 株価指数               

債券指数： 総合収益指数 etc. 

 データタイプのコードは、DATASTREAM HANDBOOKを参照し、手入

力することも出来ます。 

データの出力開始日と終了日を入力： データの出力期間を入力します。入

力は、期間指定、または特定日指定のいずれかの書式を使用します。 

 日付の入力書式については、付録 p.38（「日付の入力方法」）を参照して

ください。 

 データの出力頻度を選択： 出力頻度を Frequencyのドロップダウンから

選択します。 

                                                    

 

 

 

➊ 

➋ 

➌ ➍ 

➎ 

➊ 

➋ 

➌ 

➍ 

   Submit をクリックし、データのダウンロードを実行します。 ➎ 
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 例題 1：TOPIXの株価指数を過去 1年間出力します。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜出力手順＞   

はじめに Thomson Reuters Datastream メニューから Time Series Request

を選択し、入力フォームを開きます。 

Series/Listsの入力領域へ直接 TOPIXと入力し、予測結果より該当する

系列を択します。 

 コード予測機能：  

入力した内容から 5つの系列を予測し（オートサジェスト機能）、下図の

ように結果を表示します。結果に該当する系列がない場合は、“Search 

for TOPIX in Datastream Navigator” を選択すると、ナビゲーターへア

クセスすることが出来ます。 

 

 

Datatypesはブランクのままにします。 

Start Dateに-1Yと入力し、End Dateはブランクにします。 

Optionsの Display Row Titles/Colum Titles/Headings/Display Code

の 4つにチェックを入れ、それぞれの項目をデータと共に表示させます。  

※次項参照 

 Submit をクリックし、ダウンロードを実行します。 

 

 

➊ 

➋ 

➌ 

➌ 

➍ 

➎ 

➋ 

➍ 

➊ 
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 時系列データの表示方法 

Datastreamでは、株価などの時系列データは月曜日～金曜日で表示します。 

祝祭日のデータは、前日の値を繰り越し表示します。（デフォルト設定） 

 

 時系列データを 7日表示（月～日）に設定する方法：  

Frequencyの入力領域に、7Dと入力します。 

 

 

 祝祭日のデータを繰り越し表示しない設定方法： 

データタイプのコードに“#S”を付けて入力します。  

入力例） 株式指数を出力する場合 PI ⇒ PI#S   

       株価を出力する場合 P ⇒ P#S 

 

 

 オプション設定 1. データの出力形式の設定：  

オプションメニューの Display Row Titles, Display Column Titles, 

Display Headings, Display Codeにチェックを入れると、項目がデータと

共にダウンロードされます。また Hyperlink to Series Metadataへチェック

を入れると、コードにリンクが付き、データの詳細画面へアクセスすることが

出来ます。 

（ 5つの項目をダウンロードした場合の出力例）                                                            

 

 オプション設定 2. データの降順／昇順設定：  

Datasteam では時系列データを昇順でダウンロードします。（デフォルト設定）  

降順に並べ替える場合は、オプションメニューの Display Latest Value 

Firstにチェックを入れます。 
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 例題 2：例題 1で出力したデータを編集し、2013年 1月からの月末値を出力します。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜出力手順＞ 

例題 1で出力したデータの DS関数が入っているセルを選択し、Thomson     

Reuters Datastream メニューから Edit Requestをクリックして、例題 1で使用

した入力フォームを開きます。 

既存の入力フォームを編集する場合は、修正箇所のみ変更します。 

 

   Series/Listsや Datatypes の入力領域は例題 1のままにします。 

   Start Dateへ 2013/1/31と入力し、End Dateはブランクにします。 

 Datastreamで月末値を出力する場合は、必ず Start Dateへ月末日を入

力し、月次でデータをダウンロードします。 

 

   Frequencyを Monthlyへ変更します。 

   Submit をクリックし、ダウンロードを実行します。 

 

 

 データの出力頻度を調整する場合のルール： 

日次で収録されているデータを調整する場合： 

① 頻度を週次にする： Start Dateへ該当する曜日の日付を入力し、Weeklyで

出力します。 

② 頻度を月次にする： Start Dateへ該当する日付を入力し、Monthlyで出力

する。 例： 月末値であれば、月末日を入力する。 

③ 頻度を年次にする： Start Dateへ該当する日付を入力し、Yearlyで出力す

る。 例： 年初来値であれば、2000/1/4などと入力する 

 

 

➊ 

➋ ➌ 

➍ 

➊ 

➍ 

➋ 

➌ 
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 例題 3：S&P500と TOPIXの時価総額をドル建てで 2011年 1月より出力します。

 

 

 

 

 

 

 

 

＜出力手順＞ 

はじめに Thomson Reuters Datastream メニューから Time Series Request

を選択し、入力フォームを開きます。 
 

S&P500と TOPIXのコードをナビゲーターで検索し、Series/Listsへ入力

します。コードの検索は Find Series をクリックし、ナビゲーターを起動して

検索をします。 

 

 ナビゲーターの検索手順 

1) フリーテキストボックスへ”S&P”と入力し、Searchボタンをクリックし、検

索を実行します。 

2) 結果画面の左側にある Refine Search欄の Categoryより Equity 

Indices のリンクをクリックし、結果の絞り込みを行います。 

3) 結果一覧より、S&P500 COMPOSITEを探し、☆印の左横のチェック

ボックスへ✔を入れます。 

4) 続いて、フリーテキストボックスへ“TOPIX”と入力し、1~3の手順に従

い TOPIXを検索し、3同様✔を入れます。 

5) 最後に結果画面の左上段にある Useのリンクをクリックし、コードを入

力します。 

Datatypesへ時価総額のデータタイプコード MVを入力します。 

 代表的なデータタイプのコードは、DATASTREAM HANDBOOK を参照し、

手入力することが出来ます。 株式指数 p.7～ 

続いて、入力領域の下の マークをクリックし、Currency Listの中のドロ

ップダウンから United States Dollar-U$を選択し、Apply All又は   

Apply Last/Selected をクリックして計算式を挿入します。 

Start Dateへ 2011/1/1と入力し、End Dateはブランクにします。 

Submit をクリックし、ダウンロードを実行します。     

 

 

➊ 

➋ 

➌ 

➍ 

➌ 

➊ 

➋ 
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 Datasteramデータの加工について 

Datastreamのデータは、独自の関数や計算式を用いて自由に加工し、出力

することが出来ます。Datastreamでは加工・分析に便利な関数を数多く提供

しています。 

    

 演算機能： 

複数のコードを演算子でつないだ計算式を入力し、計算結果を出力すること 

が出来ます。 

 

 使用可能な演算子： 

   ＋ 加算 ・ － 減算 

＊ 乗算 ・ ／ 除算  

＊ （） 優先を示す括弧 ・  ~ 為替換算 

 

 

 データストリーム関数 ： 

データストリーム独自の関数を使用し、データの加工や分析を簡単に行うこ

とが出来ます。 関数の利用は、HANDBOOK（p.25～）や DFO 

Expression、Function Selectorなどを参照します。               

（関数の詳しい利用方法については p.27を参照） 

 

    関数の一例： 

   PCH#(X, 1M) ：1ヶ月の騰落率 

   MAV#(X, 3M) ：3ヶ月の移動平均 

 

 

 他通貨変換機能： 

通貨換算機能を使用して、各通貨へ簡単に変換することが出来ます。通貨

変換に使用される為替レートはWMロイターの日々の終値です。 

Currency List機能は、通貨を選択した後、Apply All又は        

Apply Last/Selectedで実行します。 

Apply All： 入力されている全てのコードに対し、変換を実行します。 

Apply Last/Selected： 入力されているコードの中で最後尾のコード、

又は選択されたコードに対し、変換を実行します。 

 

 

 ご注意 

Request Tableにおいては変換機能は使用できないため、直接計算式を入

力する必要があります。 

例えば、あるデータの時価総額をドル建てにする場合、以下のような計算式

を Datatype/Expressionsの欄へ入力します。 

 入力例） X(MV)~U$
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 例題 4：日本の GDP（実績値、季節調整済）を過去 10年間出力します。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜出力手順＞ 

はじめに Thomson Reuters Datastream メニューから Time Series Request

を選択し、入力フォームを開きます。 
 

日本の GDP のコードをナビゲーターで検索し、Series/Lists へ入力します。

コードの検索は Find Series をクリックし、ナビゲーターを起動して検索をし

ます。 

 

 ナビゲーターの検索手順 

1) フリーテキストボックスへ”Japan GDP”と入力し、Searchボタンをクリッ

クし、検索を実行します。 

2) 結果一覧より GDP(AR)を探し、Symbolのコード「JPGDP…D」のリン

クをクリックし、コードを入力します。 

Datatypesはブランクにします。 

 経済データを出力する場合は、Datatypesはブランクにします。 

Start Dateに-10Yと入力し、End Dateはブランクにします。 

Frequencyを Quarterlyへ変更します。 

Optionsの Display Custom Headerに✔を入れ、Edit画面よりデータと

共に出力する項目の設定をします。 

出力項目：調整フラグ(EADJ),単位(ESUNT),ソース(ESRCE) 

 

   Submit をクリックし、ダウンロードを実行します。 

➊ 

➋ 

➌ ➍ 

➋ 

➌ 

❻ 

➊ 

➍ 

➎ 

➎ 

 出力する項目は Datatypes より

ナビゲーターへアクセスし、検索し

ます。該当する項目に✔を入れ、

Useをクリックして入力領域へコー

ドを入れます。 最後に右下の＋マ

ークで Selectorへコードを移動さ

せ、OKで決定します。 

❻ 

 経済データのコード体系について 

経済データは通常、アルファベットの 9文字で構成されており、末尾はデータ

の種類や季節調整を表すインディケーターです。                  

（詳細は Handbook p.21参照） 
 

例） JPGDP…D ＝実績値、季節調整済み 

   JPGDP…A ＝現数値、季節調整前 
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 データの更新と修正 

出力したデータの更新と修正は、Thomson Reuters Datastream メニューか

ら、それぞれの機能を選択し、実行します。 

 データの修正： 

データの修正は、DSGRID関数が入ったセルを選択した状態で、Thomson 

Reuters Datastream メニューの Edit Requestを選択し、既存の入力フォ

ームより修正する条件を変更します。 

 
 

 関数バーからの修正： 

DSGRID 関数の入ったセルを選択すると、関数バーに関数が表示されます。

こちらの関数を直接修正することで、データの編集を行うことが出来ます。                       

 
 

 

 データの更新： 

データの更新は、DSGRID関数が入ったセルを選択した状態で

Thomson Reuters Datastream メニューの Refresh Dataをクリックし、

更新を実行します。  

自動更新の設定は、Refresh Dataの横の下向き矢印を展開し、 Auto       

Calculationをクリックします。（ブック毎の設定）       

リクエスト毎の自動更新は、入力フォームの Optionsより設定することが

出来ます。 

        

 

 Request Managerからのリクエストの更新や修正： 

Request Managerを使用すると、ブックに含まれるリクエストをまとめて

更新や修正をすることが出来ます。 

Request Managerは、Thomson Reuters Datastream メニューの

Manage Requestsをクリックし、起動します。 

＜Request Managerのアクションメニュー＞

Go To：ブック内のリクエストの確認 Refresh：リクエストの更新 

Edit：リクエストの修正         Select All：全リクエストの選択 

Delete：リクエストの削除 
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ダウンロードの機能② 

Static Request: 特定日のデータダウンロード:  Thomson Reuters Datastream メニューから Static Requestを選択し、入力フォームを開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜出力項目＞ 

系列コードの入力： コードの検索は Find Series をクリックし、ナビゲータ

ーを起動して検索をします。 

 コードはカンマ区切りで複数入力をすることが出来ます。（ただし、リストコ

ードを入力する場合は 1コードのみ）  

 をクリックし、セルを範囲指定することが出来ます。 

 データタイプコードの入力： コードの検索は、Datatypes をクリックし、ナビ

ゲーターを起動して検索をします。 

 データタイプの欄をブランクに設定すると、デフォルトデータが出力されま

す。デフォルトのデータタイプは、出力するデータカテゴリーによって異な

ります。 

例) 株式： 修正済み終値／ 

株式指数： 株価指数／ 

債券指数： 総合収益指数 etc. 

 データタイプのコードは、DATASTREAM HANDBOOKを参照し、手入

力することも出来ます。 

出力するデータの日付を入力： 出力する日付をドロップダウンから選択しま

す。日付を指定する場合は、直接日付の入力をします。 

 

 

 

 
     

    Submit をクリックし、データのダウンロードを実行します。 

 

➊ 

➋ 

➌ 

➍ 

➊ 

➌ 

➋ 

Latest Value：直近のデータを出力 End of Month：前月末日のデータを出力 

Intraday Value：日中のデータを出力 End of Quarter：前期末日のデータを出力 

End of Year：前年末日のデータを出力 End of Week：前週金曜日のデータを出力 

 

➍ 
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 例題 5：直近の日経 225の構成銘柄を出力し、各銘柄の銘柄名、証券コード、直近の株価、時価総額及び今期予想 EPSを出力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜出力手順＞   

はじめに Thomson Reuters Datastream メニューから Static Requestを選択し、

入力フォームを開きます。 

 

日経 225のリストコードをナビゲーターで検索し、Series/Listsへ入力しま

す。リストコードの検索についても Find Series をクリックし、ナビゲーター

を起動して検索をします。 

※Datastreamでは、構成銘柄を出力する際は必ずリストコードを使用しま

す。（次項参照） 
 

 ナビゲーターの検索手順 

1) フリーテキストボックスへ”Nikkei”と入力し、Searchボタンをクリックし、

検索を実行します。 

2) Refine Search欄の Categoryより Constituent Lists（構成銘柄）の

リンクをクリックし、結果をリストコードで絞り込みます。結果一覧より

NIKKEI225を探し、Symbol列のコード「LJAPDOWA」のリンクをクリッ

クし、コードを入力します。 

Datatypesの入力領域へ銘柄名と終値のデータタイプコードをカンマ区切り

で入力します。   

入力例） NAME,LOC,P,MV,EPS 

 代表的なデータタイプのコードは、DATASTREAM HANDBOOK を参照し、

手入力することが出来ます。 (株式 p.3～) 

Dateはデフォルト設定のまま Latest Valueにします。 

   Submit をクリックし、ダウンロードを実行します。 
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 データリストコードの検索方法とコード体系について 

Datastreamでは、指数によって直近、または過去の構成銘柄を出力するこ

とが出来ます。構成銘柄を出力するには、リストコードと呼ばれる Lで始まる

コードを使用します。 

 

 リストコードのコード体系： 

リストコードは 2つのコード体系があります。 

1．直近のリストコード： L○○○○ 

2．過去時点のリストコード： L○○○○mmyy 

 

例） 東証銀行セクター指数の構成銘柄を取得する場合 

1. 直近の構成銘柄： LTSEBANK 

2. 2017年 3月末時点の構成銘柄： LTSEBANK0317 

※直近の構成銘柄とは、前日の構成銘柄を取得します。 

※過去の構成銘柄は月次の収録です。 

 

 リストコードの検索方法： 

リストコードは Datastream Navigatorより検索することが出来ます。    

またナビゲーター上では、Constituent Listsのカテゴリーに収録されてい

ます。 

検索例 1 

1) フリーテキストボックスで指数の検索を実行します。 

2) 次に画面右側の Refine Search欄の Categoryより Constituent 

Listsのリンクをクリックし、結果をリストコードで絞り込んでコードを検索

します。 

 この検索方法は、直近のリストコードを検索するのに大変便利です。 

 

検索例 2  

1)  Explore検索、またはフリーテキスト検索にて、取得したい株式指数の

コードを検索します。 

2) 結果一覧より取得する指数の名前をクリックし、その詳細画面を開きます。

（詳細画面の説明は p.18を参照） 

3) 詳細画面の Relatedより、3Constituent Listsのリンクをクリックし、コ

ードの一覧から直近、または過去のリストコードを検索します。 

 

Nikkei225 リストコードの一覧    

 

※この一覧より、過去の構成銘柄の収録期間が確認できます。この場合、

Nikkei225は 2011年 8月より 2017年 8月末時点の構成銘柄を収録していま

す。 
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Datastream Navigatorの基本構造 

データストリームのナビゲーターには、主に 2つの検索機能とその他検索を助ける便利な機能が多くあります。 

 

 Series Search機能 

データストリームのシリーズコードの検索方法は、主にフリーテキスト検索と

EXPLOREがあります。それぞれの機能の特徴を理解し、取得したいデータによ

り使い分けて使用します。 

ナビゲーターは、Time Series Request/Static Requestの Find Series ボタ

ンからアクセスするか、または Thomson Reuters Datastream メニューの Find 

Seriesからも直接アクセスすることができます。 

 

 

 フリーテキスト検索： 

キーワード検索のためのツールです。ナビゲーターのスタート画面より利用するこ

とできます。 

検索フィールドにフリーテキストを入力し、Searchボタンで検索を実行します。フ

リーテキストはデータを説明する記述を入力する他、ISINコードやソース名なども

入力できます。また、系列のコードのみが手元にあるような場合には、そのコード

を入力し、逆引きでデータ名を検索することもできます。 

 

※Choose a single categoryを利用し、先にデータのカテゴリーを選択すること

もできます。 

 

 

 EXPLORE： 

データカテゴリーや国別、出所など様々な分類で収録されているデータの階

層を追ってコードを検索することができます。 

ナビゲーター画面の左上にある EXPLORE ボタンをクリックし、はじめにデ

ータカテゴリーを選択した後、階層を展開し、データを検索します。 
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 その他の便利な機能 

 結果画面： 

フリーテキスト検索を利用した場合には、条件に一致する結果が関連性の

高い順に 10件ずつ表示されます。EXPLOREを利用した場合には、指定し

た階層の結果が一覧で表示されます。 

結果画面に表示されたシリーズの列をハイライトすると、チャートやそのデー

タの詳細情報が表示されます。 

検索しているデータが見つかったら、Symbol列のコードをクリックするか、複

数のシリーズを選択する場合は、各シリーズの左端の□へチェックを入れ、

最後に画面左上の Useのリンクをクリックし、コードを入力します。 

 

 

 データの詳細画面： 

選択したデータに関連するあらゆる情報を得ることができます。 

 

 詳細画面の主な項目 

Headline Coverage： データタイプの一覧を表示します。Moreのリンクか

らデータタイプの選択画面へアクセスします。 

Explores： 選択したシリーズが含まれる全ての exploreの階層を表示 

Contains： 構成銘柄の一覧表示 

Related： リストコードや関連コードの表示 

Actions： 系列、および構成銘柄を My Selectionsへ追加します。 

 

 Refine Search： 

結果の画面左側：Refine Searchを利用し、検索結果を段階的に絞り込むこ

とができます。Market, Source, Currency, Adjustmentなどの項目で絞り込

むことで、より早くデータを見つけることができます。 
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 検索のクリア方法： 

検索フィールドの右端にある×ボタンをクリックすると、検索した内容を一度

クリアし、スタート画面に戻すことができます。 

 

 

 SEARCE Ref.機能： 

ナビゲーターメニューの USE SEARCH REFをクリックすると、検索した内

容のリファラを取得することができます。または、取得したリファラを Search 

Referenceの検索フィールドへ貼り付ければ、結果画面を簡単に取得する

ことができます。 

 

 

 RECENT SEARCHES： 

ナビゲーターメニューの RECENT SEARCHESをクリックすると、直近に検

索した結果画面を参照することができます。また、一覧のリンクをクリックす

れば、結果画面を簡単に取得することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

   

Datastream for Office入門 

Document version 1 
20 

 例題 6：日本の GDP（実績値、季節調整済）とその構成要素をそれぞれ過去１０年間出力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜出力手順＞ 

はじめに Thomson Reuters Datastream メニューから Time Series Request

を選択し、入力フォームを開きます。 

 

 Find Series をクリックし、ナビゲーターを使用して日本の GDPの構成要

素のコードを検索をします。 

 ナビゲーターの検索手順 

1) ナビゲーター画面の左上にある EXPLORE ボタンをクリックし、

Exploring Categoriesを開きます。 

2) Economics > Key Indicators by Country > Japanの順に展開し、

結果画面を開きます。 

3) Refine Searchの Source を Cabinet Office, Japanに絞り込み、

Adjustmentを Constant price, Seasonally Adjusted（実質値、季

節調整済）に絞り込みます。 

4) 結果一覧より、GDP, PRIVATE CONSUMPTION EXPENDITURE, 

GOVERNMENT CONSUMPTION EXPENDITURE, GFCF, 
CHANGES IN INVENTORIES, EXPORTS OF GOOD & 

SURVEICES, IMPORTS OF GOOD & SURVEICESのチェックボッ

クスにそれぞれチェックを入れ、Useをクリックして検索を実行します。  

Datatypesはブランクにします。 

Start Dateに-10Yと入力し、End Dateはブランクにします。 

Frequencyのプルダウンから Quarterlyを選択します。 

    Submit をクリックし、ダウンロードを実行します。 
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 例題 7：G7の失業率を 2008年 1月より Quarterlyで出力します。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜出力手順＞ 

はじめに Thomson Reuters Datastream メニューから Time Series Request

を選択し、入力フォームを開きます。 

 

Find Series をクリックし、ナビゲーターを使用して G7の失業率のコードを

検索をします。 

 ナビゲーターの検索手順 

1) ナビゲーター画面の左上にある EXPLORE ボタンをクリックし、

Exploring Categoriesを開きます。 

2) Economics > Key Indicators by Economic Category > Labour 

Market > Unemployment Rateの順に展開し、結果画面を開きます。 

3) Refine Searchの Market を Country Groupで絞り込みます。Market

欄の右下の Country Groupのリンクをクリックし、オプション画面より

G7 Groupを選択します。 

 

4) 結果一覧の全ての項目にチェックを入れます。（一番上のチェックボック

スにチェックを入れると、自動的に項目全てにチェックが入ります。）  

最後に Useをクリックして検索を実行します。 又は、チェックボックスの

左横の Allのリンクをクリックし、検索を実行します。 

Datatypesはブランクにします。  

Start Dateに 2008/1/1と入力し、End Dateはブランクにします。 

Frequencyのプルダウンから Quarterlyを選択します。 

   Submit をクリックし、ダウンロードを実行します。 

➋ 

➍ 
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 経済指標： EXPLORE検索の階層について 

Economicデータの階層を理解することで、より早く経済指標を検索すること

ができます。 

Exploring Categoriesを開き、Economicsを選択すると、次の項目が次の階

層として表示されます。 それぞれの項目を確認し、検索データにより近い項

目を展開していきます。 

 

 

 経済指標の階層： 

1．Key Indicators by Country： 各国の主要指標（国別）の一覧表示 

2．Key Indicators by Economic Category： 各国の主要指標（項目別）の

一覧表示 

3．Thomson Reuters International Comparable Economics (TRICE) ：単

位、通貨、季節調整などが統一基準で計算された各国の主要指標 

4．Reuters News Indicators：ロイターニュースで取り上げられた主要指標 

5．Reuters Polls： ロイター予想 

6．Point in Time (use with datatypes) ：経済指標の速報値、改定値、確定

値データ 

 

 

 

7．National Sources： 各国の統計局データ 

8．International Historical Sources：国際機関の統計データ 

9．International Forecast & Surveys： 経済予想、サーベイデータ 

10．International Industry Associations： 国際業界団体の経済データ 

11．International Business & Governance Indicators：国際事業、政府機

関の統計データ 

 

 展開した階層の確認： 

検索結果の一覧から再び Exploringの階層に戻りたい場合は、画面上

部の検索フィールドをクリックします。 階層を自由に戻り、再び検索を

開始することができます。 
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 例題 8：米国の失業率の年齢別データをそれぞれ 2008年 1月より Quarterlyで出力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
＜出力手順＞ 

はじめに Thomson Reuters Datastream メニューから Time Series Request

を選択し、入力フォームを開きます。 

 

Find Series をクリックし、ナビゲーターを使用して、米国失業率の年齢別

データのコードを検索をします。 

 ナビゲーターの検索手順 

1) ナビゲーター画面の左上にある RECENT SEARCHES ボタンをクリック

し、例題 7で検索した G7失業率の URLをクリックします。         

（詳細 p.19参照） 

2) 結果一覧より United States の列をハイライトし、詳細画面を開きます。

詳細画面の Explorers > Show 8 additional explorersのリンクをク

リックし、全ての explorerを展開します。>> Press Release >> 

Employment Situation>>…>>Unemployment Rateのリンクをクリ

ックし、関連データの画面を開きます。 

3) 結果一覧より、CIVILIAN UMEMPLOYMENT- BOTH SEXES(25 TO 

54 YRS)とその次の 3つの levelデータにチェックを入れ、Useをクリック

して検索を実行します。  

 Indentation Levelとは・・・ 

経済データの検索時に Refine Searchで使用できる項目の一つです。

データにより大分類・中分類・小分類などのレベルに分けて表示し、各レ

ベルで絞り込み検索することができます。 

 

Datatypesはブランクにします。  

Start Dateに 2008/1/1と入力し、End Dateはブランクにします。 

Frequencyのプルダウンから Quarterlyを選択します。 

Submit をクリックし、ダウンロードを実行します。 
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 例題 9：ASEANの鉱工業生産指数を過去 5年間出力します。（TRICEのデータベースを使用します。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜出力手順＞ 

はじめに Thomson Reuters Datastream メニューから Time Series Request

を選択し、入力フォームを開きます。 

 

Find Series をクリックし、ナビゲーターを使用して ASEANの鉱工業生産

指数を検索をします。 

 ナビゲーターの検索手順 

1) ナビゲーター画面の左上にある EXPLORE ボタンをクリックし、

Exploring Categoriesを開きます。 

2) Economics > Thomson Reuters International Comparable 
Economics > Industry Sector: Total Industrial Production Index 

の順に展開し、結果画面を開きます。 

3) Refine Searchの Market を Country Groupで絞り込みます。Market

欄の右下の Country Groupのリンクをクリックし、オプション画面より

ASEAN Groupを選択します。 

5) 結果一覧の全ての項目にチェックを入れ、Useをクリックして検索を実

行します。又は、チェックボックスの左横の Allのリンクをクリックし、検

索を実行します。 

Datatypesはブランクにします。  

Start Dateに-5Yと入力し、End Dateはブランクにします。 

FrequencyのプルダウンからMonthlyを選択します。 

Submit をクリックし、ダウンロードを実行します。 

 

 

 

 

 

➋ ➋ 
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➎ 
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➌ ➍ 

➎ 

 
 TRICEデータとは・・・ 
 

TRICEは、単位、通貨、季節調整などが、統一基準で計算された各国の主要経済指標のデータベースです。世界 58か国～105か国（指標によって異なります）

の主要経済指標の基準化された値に加え、前年比、前期比、一部の指標においては GDPに占めるウエイトも提供しております。 
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 例題 10：MSCI USAの各セクターの EPS12か月予想を過去 1年間出力します。※セル参照機能を利用し出力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜出力手順＞ 

はじめにコードの検索をするたに Datastream MSCI IGA Sector 

Lookupの  エクセルファイルを開きます。 

 コードの絞り込み方法 

1) LOOKUPのシートを開き、画面左上の国地域のプルダウンから

USAを選択します。 

2) 次に H列の Levelのプルダウンを開き、M1だけにチェックを入れ

OKで実行します。 

3) M列の IGAコード（11セクター）をコピーし、データを取得するエクセ

ルへ貼り付けます。 

 

続いて、Thomson Reuters Datastream メニューから Time Series   

Request  を選択し、入力フォームを開きます。  
 

Series/Listの入力領域の横の ボタンをクリックし、①で貼り付けた

IGAのコードを全て範囲指定し、OKをクリックします。入力領域には範

囲指定したパスが入力されます。 

 

 注意：セル参照機能を使用する際は、Optionsの“Cell Referencing”にチェッ

クを入れる必要があります。 

 

Datatypesへ EPS12か月予想のデータタイプ:A12FE と入力する。 

（検索方法については次項参照） 
 

Start Dateに-1Yと入力し、End Dateはブランクにします。 

FrequencyのプルダウンからWeeklyを選択します。 

Submit をクリックし、ダウンロードを実行します。 

 

➊ 
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 I/B/E/S GLOBAL AGGREGATE (IGA) について 

IGAとは、アセットアロケーションやバリュエーション評価のための定量分析

ツールです。個別レベルの予想データを元に市場、産業、指数レベルのボト

ムアップの収益予想データを提供しています。指数や国に含まれる全ての株

式の予想を加重し、市場の収益、成長率、PER予想を組み立てています。 

 データの更新頻度： 

月次データは、毎月第 3金曜日の翌週の火曜日に更新されます。（この値

は、毎月 3金曜日の前日の木曜日の NYクローズ時のデータを用いて算出

されます。） 

週次データは、毎週火曜日に更新されます。（この値は、毎週木曜日に前週

木曜日のデータを用いて算出されます。）  ※2006年 3月より提供 

 IGAコードの検索： 

IGA のコードはすべて”@”から始まります。コードはナビゲーターを使用して、

検索します。 

 ナビゲーターの検索手順 

1) ナビゲーターを開き、画面の左上にある EXPLORE ボタンをクリックし、

Exploring Categoriesを開きます。 

2) Equity Indicies > IBES Global Aggregates > 国／地域の順に展開

し、結果画面を開きます。 

この他、Free Text Searchや株式指数の詳細画面からも検索できます。 

 MSCI GICSコードのコード体系について： 

GICSの IGAコードは、次の法則で構成されています。 

例）MSCI Kokusai ／エネルギーセクター の場合 

 @：KKM1E1 

 XX ：国・地域コード 

 XX ：セクター・産業グループ・産業          

（M1：セクター／M2：産業グループ／M3：産業） 

 XX：分類コード 

 

 IGAのデータタイプコードの検索： 

IGAのデータタイプコードはナビゲーターを使用して検索します。 

 ナビゲーターの検索手順 

1) 入力フォーム上の Datatypes をクリックし、ナビゲーターを開きます。 

2) 画面左上のカテゴリーのプルダウンを展開し、Equity Indicies を選択し

ます。 

3) Refine Searchの Hierarchyにある Display Hierarchy > IBES 

Global Aggregates の順に展開し、下記のとおり、検索したいデータ

により階層を展開して項目を選択します。 

>> Actuals： 実績値データ 

>> Forecast： 予想値データ 

  >> 各予想項目（EBG, EPS, BPSなど） 

     >> Calendarised Fiscal Year 1： 今期予想（暦年） 

     >> Calendarised Fiscal Year 2： 来期予想（暦年） 

     >> Calendarised Fiscal Year 3： 再来期予想（暦年） 

      >> Long-Term： 長期成長予想 

      >> 12 Month： 12ヶ月先予想 

      >> 18 Month： 18ヶ月先予想 

 暦年化について： 

企業レベルのデータは、集計前に暦年化されます。 

決算期末がその年の 1月～5月の企業は前年の集計に加え、6月～12月

の企業は該当年の集計に加えます。 

5月を区切りとして年度を分けることから、5月ロールバックを適用すると言

います。 

尚、日本企業については多くが 3月決算のため、日本では 3月を期末とす

る暦年基準で計算され、”8月ロールバック”が適用されます。 
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データストリーム関数 

データストリームのデータは、関数や計算式を用いて自由に加工し、出力すること

が出来ます。データストリームでは、加工・分析に便利な関数を数多く提供してい

ます。 

 データストリーム関数の入力形式 

データストリーム関数の基本入力フォーマットは以下の形式です。 

関数記号#(X, パラメータ) 

・ 関数記号#： 関数コード(PCH#, MAV#など) 

・ 変数 X： シリーズコードや計算式の代わりに変数の Xを立てます。シリ   

ズコードや計算式をそのまま入力することもできます。 

・ パラメータ（引数）： 算出する条件を表す変数です。関数により用いるパ

ラメータは異なりますが、主に計算する日付や期間、定数などを入力し

ます。 

例） PCH#(X,1M) ：1ヶ月の騰落率 

   MAV#(X, 3M) ：3ヶ月の移動平均 

 DFO Expressionの利用： 

Thomson Reuters Datastream メニューから Expressionを選択し、DFO 

Expressionを開きます。 

Expression Picker： データストリーム関数やユーザーがオリジナルで作成

した計算式などを検索、利用することができます。 

Expression Builder： データストリーム関数を利用し、ユーザーがオリジナ

ルの計算式などを作成することができます。作成した計算式にはコードが割

り当てられ、簡単に利用することができるようになります。 

 Function Selector/helpの利用： 

Static Request／Time Series Requestの各入力フォームにある Function 

Selector/help（ ボタン）を利用して、関数の検索ができます。（次項参照） 

 

  

 

Datastream主要関数一覧 

関数 関数コード 入力例 備考 

平均 AVG# AVG#(1/4/10,31/3/17) ※ 指定期間の平均 

移動平均 MAV# MAV#(X,3M) 3ヶ月の移動平均 

期間平均 TPA# TPA#(X,1M,I) 1か月の平均 

特定日間の平均 AVGA# AVGA#(X,1/1/16,31/12/16)※ 2016年の平均値 

カレンダー平均 
CWA#, CMA# 
CHA#, CYA# 

CWA#(X), CMA#(X) 
CHA#(X), CYA#(X) 

週間平均／月間平均 

半期平均／年間平均 

カレンダー合計 
CWS#, CMS# 
CHS#, CYS# 

CWA#(X), CMA#(X) 
CHA#(X), CYA#(X) 

週間合計／月間合計 

半期合計／年間合計 

変化値 ACH# ACH#(X,1Y) 1年前からの変化値 

特定値からの変化値 ACHV# ACHV#(X,15/1/14) ※ 

2014/1/15から前日迄

の 

変化値 

変化率 PCH# PCH#(X,1Y) 前年同期比 

特定値からの変化率 PCHV# PCHV#(X,YTD) 年初来変化率 

特定日の値 VAL# VAL#(X,MTE) 前月最終営業日の値 

ラグとリード LAG# LAG#(X,3M) 

値を 3ヶ月先にずらし

て 

表示する 

リベース REB# REB#(X,1/09/08)※ 
2008/9/1を 100とした 

指数値 

小数点以下桁数 DPL# DPL#(X,3) 
小数点以下 3桁まで 

表示する 

日付表示の調整 ALI# ALI#(X,VAL) 
日付表示を月末日とす

る 

※データストリーム関数式で利用する日付形式はヨーロッパ形式（dd/mm/yy）に限ります。 
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 例題 11：例題 2で出力したデータを編集し、TOPIXの株式指数の前年同期比を過去 1年間出力します。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜出力手順＞ 

例題 2で出力したデータの DS関数が入っているセルを選択し、Thomson     

Reuters Datastream メニューから Edit Requestをクリックして、例題 2で使用

した入力フォームを開きます。 

既存の入力フォームを編集する場合は、修正箇所のみ変更します。 

 

   Series/Listsは変更しません。 

   Datatypesの入力領域へ関数の計算式をを直接入力します。 

   入力する計算式： PCH#(X,1Y) 

 変化率の関数が分からない場合： 

Function Selector/helpを利用して検索することが出来ます。 

 Function helpの検索手順  

1) 入力領域の左横の ボタンをクリックし、helpの画面を開きます。 

2) Groupのプルダウンを展開し、Changesを選択します。 

 

3) Select a Functionから PCH# ｛Expression, Period｝を選択し、OKで検

索を実行します。 

    Start Dateへ-1Yと入力し、End Dateはブランクにします。 

   Frequencyを Dailyへ変更します。 

   Submit をクリックし、ダウンロードを実行します。 

 

➎ 

➋ 

➌ 

➊ 

➍ 

➊ 

➋ 

➌ ➍ 

➎ 
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例題 12：S&P500と TOPIXの株価指数を 2017年 9月＝100として指数化し、2017年 9月から直近までの値を日次で出力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜出力手順＞ 

はじめに Thomson Reuters Datastream メニューから Time Series Request

を選択し、入力フォームを開きます。 

 

Series/Listsに S&P500と TOPIXのコードを入力します。 

入力するコード： S&PCOMP,TOKYOSE 

Datatypes関数の計算式を直接入力します。 

    入力する計算式： REB#(X,01/09/17) 

   Start Dateへ 2017/9/1と入力し、End Dateはブランクにします。 

 特定日の日付入力について 

1． 関数の計算式に使用する日付は、必ず dd/mm/yyの形式で入力

します。 

2． Time Series Requestや Static Requestの入力フォームに入力

する日付は、パソコンのコントロールパネルで指定されている形式

で入力します。 

例） yyyy/mm/dd ・ dd/mm/yyyy など 

 

     Frequencyは Dailyのままとします。 

    Submit をクリックし、ダウンロードを実行します。 

 

 

 

 

➋ 

➊ 

➌ 

➍ 

➎ 

➊ 

➋ 

➌ ➍ 
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Datastream Charting：チャート機能 

Datastream charting は、ブラウザーベースで設計されたチャート機能です。作成したチャートは、Microsoftオフィスアプリケーションに簡単にエクスポートすることがで

き、ワンクリックで更新することが出来ます。 また、あらかじめ作成・保存されている多数のチャートやテンプレートを自由に使用することが出来ます。 

 

 Datastream Charting メニュー 

 

 

・ Chart： チャートの新規作成、編集 

・ Library： 保存されたチャート、スタイル、テンプレートの呼び出し 

・ Mange： 作成したチャートの管理（更新・修正・削除） 

・ Refresh： エクセルにエクスポートされたチャートの更新 

 Refresh All： ブック内の全てのチャートの更新 

 Refresh Selected： 選択したチャートの更新 

 Schedule Refresh： 更新スケジューラーの設定 

・ Edit Selected： 選択したチャートの修正 

・ Run Template： 保存されたテンプレートの適用 

・ Generate Report： Microsoft Word、PDFでカスタマイズレポートを自動作成するチャート・レポートツール 

 

 Datastream Chartingを起動するときは、Chart、もしくは Libraryのメニューをクリックしブラウザを開きます。 
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 Datastream Chartingの各メニュー 

Datastream Chartingの画面は、次のメニューにより構成されており、メニューバーを利用して画面を切り替えます。 

 

 

  

 

  主要指標： 国別、ならびにカテゴリーの主要指標を一覧表示します。収録頻

度、出所等の直近値、変化率が一覧表示されます。 

 このメニュー画面では、ナビゲーターの Key Indicator by Country、及び Key 

Indicator by Economic Categoryに分類されているデータが表示されていま

す。 

  Library： 作成したチャート、スタイル、テンプレートが Libraryに保存され、ツ

リー形式で表示されます。また、あらかじめ作成された多様なサンプルチャートや

ユーザーが作成したチャートもまた Libraryに保存されています。 

 

  Chart： 新規チャートの作成・編集をします。作成したチャートは、Microsoft

オフィスアプリケーション（Word, Excel, PowerPointなど）に転送し、更新や修正

が可能です。以下の基本チャートならびにテクニカル・チャートを作成することが

出来ます。 

作成可能なチャート： 

折れ線チャート / 棒チャート/ スキャターチャート/ 面チャート/ パイチャート 

ろうそく足チャート/ OHLCチャート/ ファンチャート/ オーバーレイチャート 

積み重ねチャート（棒&面）/ ドーナッツチャート など 

 

 

 

 

 

 

 

 

   Chartbook： Fathom Consulting社から提供されているチャートが保存さ

れています。主要国のマクロチャートやマーケットデータをベースにした豊富なチ

ャートが多数収録されています。またテーパリング、アベノミクスといったテーマ別

のチャート集も充実しています。 

 

   News in Charts： 直近の Chart Bookで取り扱ったテーマのチャートがサ

ムネイルで表示されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

➊ ➋ ➌ ➍ ➎ 
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例題 13：次の 5つの各国のベンチマーク株価指数を 2008/1/1＝100とした指数化チャートを作成する。 

出力指数：S&P500、MSCIワールド、FTSE100、DAX30、TOPIX 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜作成手順＞ 

Datastream Chartingのツールバーの ボタンをクリックし、新規チャ

ートを開きます。 
 

各株式指数のコードを入力します。はじめに Line1の横の入力領域

へ”S&P”と入力し、予測結果より”Standard and Poor’s 500 composite”

を選択します。 他の指数コードも同様に、Line2より順に入力します。 

 

 ナビゲーターを利用して、複数の系列を一度にチャートへ挿入することも出来

ます。ナビゲーターへのアクセスは、各 Lineの入力領域の右下にある ＞ 矢

印にカーソルを合わせ、サブメニューから Find New Seriesをクリックします。 

X軸を調整します。画面左下の Datesの Startの枠に直接 2008/1/1

と入力し、Enterキーを押します。 

 期間指定をする場合は、Date Range > の矢印にカーソルを合わせ、サブメ

ニューから期間を選択します。 

出力したチャートを指数化するため、画面左下の All Seriesの ボタン

にカーソルを合わせ、関数の一覧より Rebase Series > To 100を選

択します。 

画面下部の凡例をダブルクリックし、凡例の内容を任意で修正します。 

タイトルを入力します。画面左上の View を Chart Settings へ変更し、

Chart Settingsのリンクをクリックします。編集画面が開いたら、Title 

Text/Subtitle Textへそれぞれ任意でタイトルを入力し、OKボタンで

実行します。（⑤⑥については次項参照） 

 

➊ 
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➌ 
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 Chart  

Chart画面は、複数のビューに分かれており、ドロップダウンから表示したいビュ

ーを選択し、画面を切り替えて使用します。

 

 Chart画面の各ビュー： 

・  Series and Dates： 

 チャートの基本設定を行います。データのコード、期間等を設定します。 

・  Chart Settings： 

線種、凡例、X・Y 軸、タイトル等のチャートのフォーマット設定を行います。 

・  Annotations and Forecasts： 

チャートの注釈やテキストの挿入、または予想値の入力などを行います。 

・  Templates： 

 テンプレートとして保存されたチャートの修正を行います。 

 

 

 凡例の変更： 

凡例の変更をする場合は、View の Chart Settings を開き、 Legend Settingsを

クリックして凡例の編集画面を開くか、またはチャート上に表示されている凡例を

ダブルクリックしても同様に編集画面を開くことが出来ます。 

編集画面： 

・ Show Legend： 凡例の表示・非表示を設定します。 

・  Alignment： 凡例の表示する位置を設定します。 

・ Legend Text： 凡例の内容を編集します。 

  Default： データストリームの系列名を表示します。 

 Datastream： データストリームのコードを表示します。 

 Custom： ユーザーオリジナルの凡例を設定します。（日本語可） 

 None： 凡例を無しとして設定します。 
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例題 14：例題 13で出力したチャートを前年比のチャートに変更し、保存する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜作成手順＞ 

Datastream Charting例題 13で作成したチャートを開きます。 

リベースされたチャートを変化率のチャートへ変更します。まず、画面左

上の Viewを Series/Datesにし、左下の All Seriesの ボタンにカーソ

ルを合わせ、関数の一覧より%Percentage Change > 1Y を選択しま

す。 

サブタイトルの 2008=100を前年比に変更します。 

＜保存手順＞ 

 作成したチャートは、次の手順で Libraryに保存することが出来ます。 

Datastream Chartingのツールバーの ボタンをクリックし、Save 

Chart を開きます。 

 

保存先を作成します。まず Privateフォルダーを選択後、この下にサブフ

ォルダーを作成するため、右上の Create a New Folderをクリックします。

フォルダー名の入力画面へ名前を入力し、OKでサブフォルダーを作成

します。 

  
 

チャートを保存します。②で作成したフォルダーを選択後、画面下部の

Nameの入力領域へチャート名を入力します。最後に OKをクリックし、

保存を完了します。 

 

➊ 

➋ 

➌ 

➊ 

➋ 

➌ 

データの表示：  

Chart画面ではワンクリックで、チャートとデータの表示を切り替えることが出来

ます。 Chart画面の右上端の Chart / Dataのボタンをクリックすると、画面の

表示がそれぞれ切り替わり、簡単にデータの確認をすることが出来ます。 
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 チャートとデータのエクスポート 

作成したチャートは、Microsoftオフィスアプリケーション(Excel、Word、Power Point)へそれぞれエクスポートをすることが出来ます。 

 

 3つのエクスポート形式： 

Datastream Chartingのツールバーより、次の 3つの形式でエクスポートを

選択することが出来ます。 

チャートオブジェクトのエクスポート  

次のツールバー  のいずれかのボタンをクリックし、Excel、Word、

Power Pointへチャートをエクスポート後、更新・修正が可能です。     

各オフィスアプリケーション上での転送先のファイル、位置ならびにファイル

形式等、詳細な設定が可能です。 

 

画像ファイルのエクスポート 

ツールバーの ボタンをクリックし、画像ファイル(JPEG、GIF等)として、保

存することが出来ます。 図のサイズの調整、透明化等の設定をすることが

出来ます。 

 

データのエクスポート 

チャートの数値データをエクセルへ簡単にエクスポートすることが出来ます。

数値は、テキスト形式、または更新可能なリンク形式を選択することが出来

ます。  

更新可能なリンクを選択すると、Datastreamのエクセルアドインから更新、

編集を行うことが出来ます。 

データの出力は、 ボタンで縦向きを、 ボタンで横向きを指定し、エク

スポートすることが出来ます。 

 

 

 

 チャートのエクスポートと更新方法： 

作成したチャートは必ず Library へ保存後、エクスポートの手順に進みます。 

＜エクスポート手順＞ 

保存したチャートを開き、ツールバーよりエクスポートするオフィスを

より一つ選択してクリックします。 

Export Settings の画面にて、エクスポートの詳細内容を次のように設定

します。 

 ・ Preformatted layouts： 出力するレイアウトの選択 
   ※プルダウン横の Previewリンクより、イメージを確認することが出来ます 

・ Export Size Options： 出力するチャートのサイズを設定 

・ Export charts to： Excelの場合、出力先のシートを選択 

・ Export charts to： Excelの場合、出力先のセルを選択 

・ Export charts format： 画像ファイルのフォーマット形式を選択 

・ Background： チェックを入れると、白抜きのチャートを選択 

 

 画面下の Export Chartをクリックし、エクスポートを実行します。 

 

＜出力したチャートの更新・編集＞ 

出力したチャートは、Thomson Reuters Datastream メニューの Charts 

エリアのメニューを使用して、更新・編集を操作します。 

ボタンをクリックし、更新を実行します。プルダウンより、

3つの更新形式を選択することが出来ます。（詳細は p.30参照） 

編集したいチャートを選択し、 ボタンをクリックすると、自動的に

Datastream Chartingのブラウザーが開き、編集可能になります。   

編集後は必ず上書き保存をし、更新をかけて変更を反映させます。 

  

➊ 
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 サンプルチャートの利用 

Datastream Chartingには、あらかじめ作成された多様なサンプルチャートが収録されています。サンプルチャートは、Libraryの Datastream フォルダーや

Chartbook、New in Chartsの各メニューに保存されています。用途に合わせてチャートを選択・編集し、ご自身のオリジナルチャートとしてご利用いただくことが出来

ます。 

 

 Library： 日本語サンプルチャート のご紹介 

日本語サンプルチャートは、さまざまな国や地域、及びアセットを視点に独自

のチャートを作成し、定期的に Libraryへアップデートしています。 

 保存場所 

Datastream Charting：Library  

Datastream > Sample Charts > Japanese Samples > Japan Weekly 

 

Libraryに保存されたチャートは、一覧から簡単に開き、chart画面で編集を実行

したり、Library画面から直接 Microsoftのオフィスアプリケーションへエクスポー

トすることが出来ます。 

チャート名の横の マークをクリックすると、チャートのイメージを確認することが

出来ます。 

 

 

 ※画面右上の Viewより選択 

・ Details： チャート名、チャート作成日、最終更新日時など詳細を表示 

 ・ List： チャート名を表示 

 ・ Thumbnails： チャートのイメージ画像を表示 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例） サンプル一覧（Details表示）からのサブメニュー 

 Library： チャート一覧の表示方法 

Library画面でサンプルチャートや保存したご自身のチャートを検索した

場合、結果一覧は次の 3つの形式で表示することが出来ます。 
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 Chartbook： コンテンツの利用方法 

チャートブックは、Fathom Consulting社から提供されているチャートが保存

されています。主要国のマクロチャートやマーケットデータをベースにした豊 

富なチャートが多数収録されています。またテーパリング、アベノミクスといっ

たテーマ別のチャート集も充実しています。 

 保存場所 

Datastream Charting：Chartbook > コンテンツ一覧 

 

    

   ※細かく階層化されたマクロ・セミマクロチャートが保存されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

検索したチャートは前項の Libraryに保存されているチャート同様、Chart画面で

開き、編集を行ったり、この画面より直接 Microsoftのオフィスアプリケーションへ

エクスポートすることが出来ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 チャートの検索方法： 

Chartbookに保存されているチャートの検索は、カテゴリーの一覧からツリー

を展開して探すほか、画面上部のツールバーにある Search機能を利用し

て、検索することも出来ます。 

 

Search forの検索エリアから、チャート名やチャートの定義、最終修正日など

あらゆる検索項目にて検索をかけることが出来ます。 
この機能は Libraryのチャート一覧でも利用することが出来ます 

 
 



 
 

   

Datastream for Office入門 

Document version 1 
38 

 

参考資料 1 

 

 
 

 データ入力の基本ルール 

 コードについて 

Datastreamでは、固有の系列コードを使用しデータを出力します。コードの検索

については、ナビゲーターを使用します。 

1) シリーズ・コード 

個々の系列に対して割り当てられているコードです。Datastreamでは、この

他に SEDOLコードや ISINコード等も使用することが出来ます。 

2) リストコード 

複数のシリーズ・コードを 1つのグループにまとめたリストに対するコードです。

指数の構成銘柄を出力する場合などに使用します。またオリジナルのリスト

コードを作成しデータを出力することも可能です。 

 

 データタイプについて 

データタイプとは、データの属性を表すものです。Datastreamでは必要に応

じてデータタイプコードを入力します。 

データイプコードは、代表的なコードについては別冊 HANDBOOKを使用し

コードを探します。より詳細なコードの検索については、ナビゲーターを使用

します。 

 日付の入力方法 

Datastreamでは日付の入力について、次の 2つの書式を使用します。 

1) 期間指定の場合の書式 

入力形式： －nnX （Xには期間記号：D・W・M・Q・Yが入ります。） 

（入力例） －3M： 3カ月前 ／ －10Y： 10年前 etc… 

2) 特定日指定の場合の書式 

入力形式： yyyy/mm/dd または、dd/mm/yyyy etc… 

 入力形式は、ご利用の端末の設定に準ずる形で入力します。 

   （入力例： 日本の入力形式で設定された端末の場合） 

 日次データ： 2017/1/4 

 月次データ： 2017/4 (日にちの入力を省略可) 

 四半期データ： 2017/6 (2017年第 2四半期の場合) 

 年次データ： 2017 
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参考資料 2  

 

 テンプレートを使用したダウンロード :  Thomson Reuters Datastream メニューから New Request Tableをクリックし、リクエストテーブルを開きます。 

 

＜出力手順＞ 

   Updateボタン： 各リクエストの更新の有無を決定します。 

Yes： データの更新／No： データの非更新 

Yes/No： ボタンをクリックする度に Yes/Noが切り替わります。 

   Request Typeボタン： リクエストの種類を決定します。 

S： Static Request           特定日データの出力 

TS： Time Series Request          時系列データの出力 

TSL： Time Series Request          時系列データ（リストコード使用）の出力 

   

   Select Formatボタン： データの表示形式を決定します。 

Row/Column/Heading：           p.6を参照 

Transpose：             行、列の入れ替え 

Display Latest Value First：           時系列データを降順に表示 

Display Expression Title as Title：   計算式をタイトルとして表示 

Display Datatype as Description：   データタイプ名をタイトルとして表示 

Hyper Link to Metadata：           p.6を参照 

 

 

   Series Lookup ： 系列コードを入力します。コードの検索は Find Series

をクリックし、ナビゲーターを起動して検索をします。 自作のリストコードを使用す

る場合は、 ボタンをクリックします。 

   Datatype/Expression/CAF/Search Lookup： データタイプ、関数、企業

財務フォーマットを選択します。 データタイプコードの検索は Datatypes をクリッ

クし、ナビゲーターを起動して検索をします。 関数は直接入力領域へ入力します。 

   Start Date/End Date： Time Series Requestを選択した場合は、データ

の開始日と終了日を入力します。（日付の入力方法は p.26を参照） End Date

をブランクにすると直近までのデータが出力されます。                    

Static Requestを選択した場合は、Start Dateへデータの特定日を入力します。 

   Freqボタン： ドロップダウンからデータの出力頻度を選択します。 

   Process Tableボタン： データの更新をします。 

 データの更新をする前に必ず、更新したいリクエストの update領域が Yes

になっていることを確認します。（更新が不要なリクエストは Noにします。） 

➊ ➋ ➌ ➍ ➎ ➏ ➐ 

➑ 

➊ 

➋ 

➌ 

➍ 

➎ 

➏ 

➐ 

➑ 
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 Request Table： データの出力先の指定方法： 

Request Tableでは、Data Destinationの機能を使用してデータの出力先を任

意で指定することが出来ます。 

＜設定手順＞ 

① K列にカーソルがあることを確認し、Data Destinationのボタンをクリックし

ます。 

 

 

② Create Destination Referenceのポップアップが上がります。 

③ ポップアップが上がった状態で、出力先を指定し、Create Destination 

Referenceの入力領域へ正しいパスが入ったことを確認の上、OKをクリッ

クして出力先を決定します。 

（同じブック内の別シートへ出力先を指定する場合） 

 
 

 出力先のシート名は変更する予定がある場合は予め変更しておくことをお勧

めします。 

 

 別ブックへ出力先を指定する手順 

出力先は違うブックを指定することも出来ます。違うブックを指定する場合は、ポッ

プアップが上がった状態で、エクセルメニューの表示＞ウインドウの切り替え から

別ブックを選択し、出力先を指定します。 

（別ブックへ出力先を指定する場合） 

 

 

 

 別ブックへの指定をする場合は、必ず予めファイルの保存をしておきます。 

 Data Destinationへ出力先を指定しなかった場合、自動的に sheet1を挿

入し、A1のセルからデータを出力します。 
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 Request Table： お手持ちの銘柄リストを利用する場合： 

 

＜セル参照手順＞ 

1) Format欄まで通常通り入力し、Series Lookupの入力領域へ“＝“を入力

します。 

2) そのまま銘柄リストを保存しているシート（又はブック）へ移動し、利用するコ

ード（Datastreamで直接利用可能なコード：ISIN、SEDOLなど）を範囲指定

し、Enterで決定します。 

※ コードは別のブックに保存していても参照することが出来ますが、

可能であれば、一枚のブックにまとめられた方が管理がしやすく、

データの取得もスムーズに実行することが出来ます。 

 

＜別シートへ保存されたコードを参照した場合の入力例＞ 

 

 

 

 Time Series Request/Static Requestで銘柄リストを利用する場合： 

セル参照機能を利用することにより Time Series Requestや Static 

Requestでも手持ちリストを使用することが出来ます。 

 

＜セル参照の設定手順＞ 

1) この機能を使用する前に、必ず Thomson Reuters Datastream メニュ

ーの Options メニューをクリックし、設定画面を開きます。 

 

 

2) 画面下部の Cell Referencingにチェックを入れ、適用をクリックして設

定を完了します。 
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参考資料 3 

 Datastream for Office3.0のアドオン作業方法 

Datastream for Office 3.0をご利用される場合は、必ず初期設定としてアプリの

アドオン設定を行います。 

 

＜アプリのアドオン作業手順＞ 

1) エクセルを開き、Thomson Reutersのタブを選択します。 

2) Thomson Reuters メニューからアドオンを選択し、設定画面を開きま

す。 

 

 

3) アドオンの設定画面が開いたら、アプリの一覧より DATASTREAM と

DATASTREAM CHARTINGの有効にするボタンをクリックします。 

 

 

 

 

4) インストールが開始されると、インストール中 の表示に変わりますので、暫く

お待ちくださ。 完了後は、再起動してください と表示されるので、エクセル

の再起動を行います。 

5) 正常にアドオンが設定されると、メニューバーに Thomson Reuters 

Datasreamのタブが追加されます。 
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 サポート情報

データや操作方法については、カスタマーサポートまでお気軽にお問合せください。 

 日本語サポート： 月～金 午前 9時～午後 6時 

 英語サポート：   月～日 24時間 

 

＜お電話＞ 

フリーダイヤル： 0120-161-916 

 

＜メールでのお問い合わせ＞ 

Datastream メニューの Contact Usをクリックし、入力フォームを開きます。入力

フォームへお客様情報と質問内容を明記の上、Submit > Confirmボタンをクリ

ックしてください。                                         

（入力フォームは日本語の入力が可能です。） 
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